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 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出 

します。



防災庁地方拠点の八戸市への誘致を求める意見書 
 

 

令和７年 12 月８日午後 11 時 15 分頃に発生した青森県東方沖を震源とした地震（マグニ

チュード 7.6）により、当市は最大震度である震度６強の地震に見舞われました。この地震

により、商業施設や学校施設をはじめ、市民生活に甚大な被害を受けましたが、地震による

火災の発生がなく、人命に関わる事案が発生しなかったことは、1994年の三陸はるか沖地震、

2011年の東日本大震災を乗り越えたことで得られた豊富な知見や経験を持ち、当市が各機関

と連携した迅速な対応を行った結果であり、何より地域住民一人一人の防災意識の高さのた

まものであると考えております。 

世界有数の災害発生国である我が国において、人命・人権最優先の防災立国を早急に実現

し、国民の生命・身体・財産を災害から守り抜くため、国は、防災業務の企画立案機能を抜

本的に強化し、大規模災害時には政府の災害対応の司令塔機能を担う防災庁の設置を目指し、

その防災施策強化の方向性と必要な組織体制について検討を進めております。 

一方で、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震や南海トラフ地震、首都直下地震など、我が

国の広域的な被害が想定される大規模災害への備えを強化する上では、首都圏一極集中から

の脱却と、行政機能の分散確保が極めて重要な課題となっております。 

八戸市は、太平洋沿岸の要衝として、港湾・空港・高速道路・新幹線が集積し、東北地方

の北部における物流・産業・防災の拠点となっている地域であり、日本海溝・千島海溝周辺

海溝型地震における地震防災対策推進地域の中間地点に位置しており、北海道と本州を結ぶ

防災拠点として高いポテンシャルを有しております。特に、八戸港は災害時の物資輸送拠点

として即応性が高いほか、八戸自動車道・東北新幹線等により、多方面へのアクセスを確保

しております。 

さらに当地域は、陸上自衛隊八戸駐屯地、海上自衛隊八戸航空基地、航空自衛隊三沢基地、

八戸海上保安部が設置されているほか、岩手県北・青森県南といった周辺自治体との広域連

携が進んでおり、平時から共同の防災訓練や広域的な協力体制が構築されているため、平時・

災害時の双方で、国・自治体の連携拠点として機能を発揮することが可能であります。 

よって、国におかれましては、防災庁地方拠点の設置に当たり、八戸市を候補地として早

急に選定されるよう強く要望いたします。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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